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1.概 要

第8回 図 学 国 際 会 議(8th ICECGDG)が,1998年

7月31日 か ら8月3日 ま で の 期 間,米 国 テ キ サ ス 州

オ ー ス チ ンの テ キ サ ス 大 学 に お い て 当 校工 学 部 のDa-

vor Juricic教 授 を 実 行 委 員 長 と して 開 催 され た 。 こ の

会 議 で はInternational Society for Geometry and

 Graphics(ISGG)が は じ め て 正 式 主 催 団 体 と して ク

レ ジ ッ トされ,ま た,Japan Society for Graphics Sci-

ence(JSGG),お よ び,Engineering Design Graphics

 Division(EGDG) of the American Society for Engi-

neering Education (ASEE)が 共 催 す る 形 で 行 わ れ

た 。 会 議 に は 約200人 の 参 加 者 が29力 国 か ら 集 ま り,

発 表 総 数 は117件 に 及 ん だ 。 日本 か ら の 参 加 者 は56名

(同 伴 者6名 を 含 む)で あ り,一 国 か ら の 参 加 者 と し

て は 開 催 国 で あ る 米 国 を 抜 い て 最 も 多 か っ た。

(1)会議 日程

会 議 で は,ま ず,会 議 開 始 前 日の30日 夕 刻 か ら

Early Bird Reception(歓 迎 会)がOMNIホ テ ルで 開

か れて,参 加 者 同士,2年 ぶ りの再 会 を祝 した。31日

に は テキサ ス大学Thompson Conference Centerに お

い て 午 前 中 に開 会 式 と招 待 講 演 が 行 わ れ た。 そ の

後,31日 の 午 後,1日 の 午 前 ・午 後,3日 の 午 前 に

は,そ れぞ れ4つ の セ ッシ ョンに分 かれ て 口頭 発 表が

行 われ た。3日 の 午後 に はフ ォー ラムが 開か れ,そ の

後,ISGG総 会 と閉会 式 で会 議 は無 事 終 了 した 。そ の

間,1日 の 夕方 には晩 餐会,2日 の 日曜 日には市 内観

光 とバ ーベ キュー デ ィナ ー,そ して,会 議終 了後 の4

日には ヒ ュース トン ・スペ ー スセ ン ター,あ るい はサ

ン ・ア ン トーニ オへ のエ クス カー シ ョンが行 われ,米

国南 部 の現在 と過 去 を体験 しなが ら参加 者同士 の 親睦

を深 め る こ とがで きた。

(2)会議の構成と概要

日程 を追 いなが ら会 議 の個 々のセ ッシ ョンにつ いて

概要 を述 べ る。

招 待 講 演 で は4編 の 発 表 が 行 わ れ た 。 渕 上 季 代 絵 氏

に よ る“Form Generation Using Geometrical Elements

in Nature” で は,自 然 形 態 か ら抽 出 し た 数 理 モ デ ル を

基 と し た 造 形 につ い て,氏 の 近 年 の 研 究 対 象 で あ る 螺

旋 形 態 を 中 心 に紹 介 さ れ た 。H.Stachel氏 に よ る “New

 Application of Geometry” で は,工 学 部 学 生 へ の 通 常

の 図 法 幾 何 学 教 育 の 範疇 を 超 え た 幾 何 学 の 応 用 性 を 示

す た め の2件 の 技 術 開 発 例 が 紹 介 さ れ た 。J.J.Baracs

氏 は “Exploring Cube” に お い て,空 間 形 状 の 形 態 学 的

性 質 を調 べ る た め の 新 し い 手 法 を 六 面 体 を使 っ て 紹 介

した 。G.R.Bertoline氏 に よ る “Visual Science:The

 Emerging Discipline” で は,図 的 表 現 を 扱 う 学 問 ・技

術 を,新 た にVisual Scienceと い う 名 の 下 に 再 体 系 化

す る 試 み が 述 べ られ た 。

lSGG会 長の鈴 木教 授 と実行 委 員長 のD.Juricic教 授

口頭発 表 で は,論 文は おお よそ以 下 のセ ッシ ョンに

分類 され,4室 並 行 して 講演が 行 われ た;

1. Theoritical Graphics and Applied Geometry,

2. Engineering Computer Graphics,

3. Graphics Education,

4. Application of Graphics and Geometry in Engi-

neering•B
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昭待 講演(渕 上季 代 絵 氏)

第1セ ッシ ョンで は,図 学 の理 論的研 究 お よび諸 分

野 へ の幾何 学の 応用 に 関す る発表 が行 われ た。 図学 の

理 論面 と実 用面,双 方が 行 き交 う場 面 の中 に今 後へ の

展 開が 期待 され た。 第2セ ッシ ョンで は,工 学 的応用

に主 眼 を置 い た計 算 機 図 学 に 関す る研 究が 発 表 され

た。 第3セ ッシ ョンは,図 学教 育 のセ ッシ ョンで,近

年,各 国で 盛ん に議 論 され るよ うに なって きた空 間認

識力 の 育成 に関 して,空 間テ ス トの結 果 を中心 とす る

さ まざ まな発表 が行 われ た。 また,実 際 の授 業面 で の

コ ンピュー タや ネッ トワー クを介 した ビジュア ル化処

理 に関 して も発 表が あ った,,第4セ ッ ショ ンはそ の他

の トピ ックス とい うこ とで,第1回 の本 国際 会議 の様

子 が 紹 介 され た り,21世 紀 へ 向 け て のGeometryと

Graphicsの 関係 が論 じられ た りした。

なお,後 で 各 セ ッ シ ョ ンに 関 して 詳 細 な 紹 介 が あ

る。

フ ォ ー ラ ム は ”Taxonomy of Geometry and Graph-

ics”と 題 され,副 題 の ”What is what in Geometry and

 Graphics and What is of Interest to ISGG” が 示 す よ う

に,「 幾 何 学(Geometry)と 図 的 表 現(Graphics)」

の 意 味 内 容 が 当 国 際 学 会(ISGG)に お い て ど の よ う

な も の な の か,そ の 位 置 付 け を考 え て い こ う と す る も

の で あ っ た 。 パ ネ リ ス トと して,オ ー ス トラ リ ア か ら

機 構 学 のJ.E.Baker氏,イ タ リ ア か ら建 築 系 のL.Coc-

chiarella氏,ス ロ ベ ニ ア か ら建 築 系 のI.Kalcic氏,

ロ シ ア か ら機 械 系 のP .I.Nauk氏,日 本 か ら図 学 の 鈴

木 賢 次 郎 氏,ド イ ツ か ら幾 何 学 のG.Weiss氏,そ し

て ア メ リ カ か ら グ ラ フ ィ ッ ク ス コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン系

のE.Wiebe氏 が参加 した。 フ ォー ラムで はパ ネ リス

トが 各 自の見 解 を述べ た 後,参 加者 の 間で 自由討 論が

な され た。

上 述 の ように,様 々な 国 ・分 野か らパ ネリス トに集

まっ て い ただ い た に もかか わ らず,各 パ ネ リス ト間

で,見 解 に大 きな違 いは なか った。 す なわ ち,Graph-

ics(図的 表 現)し て は,古 典 的 な 意 味 の 「線 画」 の

み な らず,コ ンピュー タ ・グ ラフ ィックス,写 真等,

広 く図的 表現 一般 を含 む もの と考 える こ と,ま た,Ge-

ometry(幾 何 学)と して はDescritptive Geometry(図

法幾何 学)の みで な く,広 く幾何 学 やか た ちを扱 う研

究分 野 を包含す る もの と考 え るこ と,と い った ところ

であ る。 また,両 者 の 関係 につ いて言 え ば,幾 何学 は

図的 表現 の理論 的側 面 を扱 う もので あ り,図 的 表現 は

幾 何学 を分 か りやす く表 現す る もの として 有効 な手段

であ る といっ た ところが,共 通の 見解 であ る。 参加 者

を交 えた 自由討 論 にお いて は,Descritptive Geometry

は,言 葉 の 意 味 か ら い っ て,“ 記 述 的 な(Descrip-

five)幾 何 学(Geometry)” で あ り,解 析 幾 何 学 等 あ

らゆ る幾何 学 を含 む とす る意 見 もあ った。 また,国 際

学 会 としては も う少 しテ ーマ を絞 った 方が よい とい う

意 見 も見 られた 。 しか し,こ れ らは少 数意 見で あ り,

Descriptive Geometryは 古典 的図 法幾 何 学 を示 す も

の と した上 で,本 国 際学 会で は,図 的 表現 と幾何 学 に

関す るテー マ を幅 広 く追求 してい くの が よい とい う意

見 が大勢 で あっ た よ うに思 わ れ る。 なお,こ の フ ォー

ラ ム で の 議 論 は,近 い う ち に 国 際 学 会 の 学 会 誌

(JGG)に 報告 される予 定 と聞い てい る。

ISGG報 告 で は,会 長 の 鈴 木 賢 次 郎 氏 が こ の2年 間

の 活 動 報 告 を 行 っ た 。 お お よそ の 内 容 は 以 下 の 通 りで

あ る。(1)ISGGで は こ の2年 間 に 会 員 が80名 か ら180

余 名 に 増 加 し た 。(2)学 会 誌(Journal for Gemoetry and

 Graphics,JGG)はH.Stachel氏 を編 集 長 と し,1997年

に 第1巻1,2号 が 発 行 さ れ た 。(3)WWWを 通 じ て

のISGG活 動 に 関 し て はD.Short氏 を 中 心 に進 行 中 で

あ る。(4)会 費 徴 収 に 関 して は 平 野 重 雄 氏 が 事 務 長 と し

て 鋭 意 努 力 中 で あ る 。 ま た,将 来 計 画 につ い て 以 下 の

説 明 が な され た 。(1)第9回 の 会 議 は 南 ア フ リ カ の ヨ ハ

ネ ス ブ ル グ でJohann Pretorius氏 が 中 心 に な っ て 開

催 さ れ る こ と に な っ た 。(2)第9回 の 会 議 か ら,名 称 を

“I nternational Conference on Geometry and Graph-
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ics”に変 更す る
。(3)会員 を更 に増 強 して い く。 会 費の

国際振 り込み につ いて は利 用者 の便 を考 えて 考案 中で

あ る。(4)ジ ャーナ ル は第2巻 が発 行 され る。現 在2巻

1号 を印刷 中であ る。(5)WWWを 更 に整 備 してい く。

なお,会 議 期間 中,休 憩 室 に はISGGデ ス クが 設け

られ,60名 の新 規 入 会 者 を得 た。 当会 議 中 のISGG入

会者50名 に は主催 者側 の好 意 に よ り1998年 度 の年 会費

が援助 され た。

(3)ま と め

以上,駆 け足 で 第8回 図学 国 際会議 につい て紹 介 し

た。最 後 に,第2回 よ り今 回 まで続 けて 参加 した経 験

か ら,今 回の 会議 につ いて僭 越 なが ら一 言感想 を述 べ

させ てい た だ きた い。 本会 議 は,始 めの 頃,開 催 のた

び に会 議 名 称 が 変化 し,会 議 の 主 眼 が 私 に は 今 一 つ

は っ き り しな か っ た(私 だ け に は,か も しれ な い

が)。 しか し,今 回,会 誌 の名称 と して既 に用 い られ

てお り,次 回か ら会議 自体 の名 称 に も なる‘Geometry

 and Graphics’ とい う言葉 の本会 議 にお け る意味 に,

会員 間の 共通 の見解 も明確 に見 出す こ とがで きた 上,

発 表 で は新 た な研 究 者 や 若 手研 究者 も増 加 し,ISGG

をベ ー ス と した今後 の 会議 がい よい よ楽 し くな る よう

な予 感 を持 った。 来 る2000年 には,よ り多 くの研究 を

携 えて ヨハ ネスブ ル グで逢 い ま し ょう。

2.セ ッ シ ョ ン 紹 介

セ ッシ ョン1

― Theoretical Graphics and Applied Geometry/Ap-

plied Geometry and Graphics―

女子美術大学 面出和子

北海道大学 隼田尚彦

(1)理論図学と応用幾何学I～V

(Theoretical Graphics and Applied Geometry I-

V)

こ の カ テ ゴ リ ー は,5つ の セ ッ シ ョ ン に 分 け ら

れ,10力 国 か らの 計24件 の 研 究 発 表 で構 成 され た。

ポ ー ラ ン ド勢 が 計8件 と1-3を 占 め,日 本,ク ロ ア

チ アが3件 つ つ,エ ジプ ト,イ ス ラエ ル,ユ ー ゴス ラ

ビアが 各2件 と続 いた。 理論 図学 お よ び応用幾 何学 と

い う タイ トルが 示す とお り,主 と して 図形科 学 が基礎

とす る数学 的理 論の展 開,図 形 科 学理 論の応 用,そ し

て 曲線 や 曲面 に関す る幾何 学 的研 究が 発表 され た。 但

し報 告 者が この 分野 での専 門で はな く,大 変お お ざっ

ぱな概 要で あ る ことをお 許 し頂 きたい 。

円環 体,円 錐,球 と円の中心 軌跡 等 に関す る もの,

幾何 学 とテ クノ ロジーの組 み合 わせ に よる応用 事例 と

して大口 径 の計測 法 の提案,バ レンタ イン ・プロ ブ レ

ムの解 法,コ ン ピュー タプ ログ ラムの 利用 に よる線織

面 の 生成,モ ン ター ジ ュ画像 の光 源 と視 点 位 置 の推

定,ユ ー ク リッ ド運動 学,幾 何 学 的制約 を平面 か ら空

間 の中 に移 す方 法,3次 元 ユ ー ク リ ッ ド空 間の平 面へ

の投 影 方法,円 錐 切 断面 の幾何 学 的統 合,ア ポ ロニ ウ

スの問 題解 法,楕 円球 曲線 の幾 何学 的 モデ リング につ

い て,代 数 曲線 のた めの グ ラスマ ンと カー ノッ トの 方

法 の比較,類 似 立体 図の投 影方 法 な どの多種 多様 の発

表が 行 われ た。次 元 を こえた幾 何学 的挑 戦 や アル ゴ リ

ズム につい て,フ ラク タル幾何 学 をデ ザ イ ンの 世界 で

の ツー ル と して利 用す るこ とを示す ものや,幾 何 学 を

工学 の 世界 に応用 す る こ と,正 投影 で の立 体 を機 械 製

図 の理 解 や3次 元 モ デ ル の ため に開 発 す る こ と,CG

によ る卵 形 の4次 元面 へ の表現 を も くろん だ研究 報告

が あ った。 こ こでは コ ン ピュー タの新 しい ソ フ トウェ

アを使用 す る こ とで,幾 何 学の 問題 を視 覚 的な 図 と し

て 見せ る試 み が 積極 的 で あ った こ と も印象 的 で あ っ

た。

この カテ ゴ リーで は,開 催国 の ア メ リカ合 衆 国の研

究発 表が まった くな く,日 本 もあ ったが,ヨ ー ロ ッパ

が 中心 で あ った と言 え よ う。 この カテ ゴ リ ーの 研 究

は,図 学 が基礎 をお く数学 的理 論 を拡張 して,図 形科

研 究成 果 をデモ ンス トレー シ ョンす る発 表者
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学へ の応 用 を広 げる こ とで大変 意味 のあ る もので,学

問体 系 の中 での幾何 学 を重 視 してい る地域 と,幾 何 学

か ら離 れて現 実 的な応 用が 先行 して い る地域 との差 が

は っ き りと出 た 結果 で あ ろ う。 そ こで 日本 は と言 え

ば,3件 の発 表 が あ っ た もの の,日 本 で の 図 学 の 現 状

は,ヨ ー ロ ッパ型 か らア メ リカ型 へ 移行 しよ うと して

い るのか も しれ ない。 かつ て 日本で も,こ の分 野 の研

究が あ った はず であ るが,学 問 的研 究,教 育 が少 な く

な って しまって,基 礎 が稀 薄 にな って いって い るので

は ない だろ うか。 様 々な形態 や 表現 に関 す る国際会 議

な らで はの研 究 アプ ローチ が,日 本 の研 究者 に も刺 激

に なっ て,今 後 この分 野 での研 究が 日本 で も発 展 され

るこ とを期待 したい。

また本 セ ッシ ョンでは今 後の 本国 際会 議の運 営 を考

え る上で 反省 すべ き点 も散 見 された 。 中に は結 果 や考

察が 書か れ てい ない よ うな,論 文 と して も仮 に梗概 と

して も不 完全 な ものが 数点 あ り,セ ッシ ョン中 に も本

論文 の提 出 を求 め る声 が司 会等 か ら挙が った が,結 局

提 出 され なか った とい う一 幕が 見 られ た こと もあ り,

まこ とに残念 で あっ た。今 後 は,プ ロ シーデ ィングス

の レベ ル を保 つ上 で も,体 裁す ら整 っ てい ない論 文の

掲載 は見 合 わせ るな どの対 処 も必要 となろ う。

(2)建築における幾何学と図学の適用

(Applications of Geometry and Graphics in Architec-

ture)

この カテ ゴ リーに は,日 本か ら2件,ポ ー ラン ド2

件,ア メ リ カ合 衆 国1件 の5件 の 研 究 発 表 が 行 われ

た。 これ らは,建 築,町 並 み,高 速 道路 の評価 や その

手法 に 関 して図形 科学 的 な観 点 か ら取 り組 ん だ研 究,

都 市 空 間解析 に コ ンピュ ー タグ ラフ ィ ックス を適用 す

る研 究,カ オスや フラ クタル とい った数 学的,幾 何 学

的 トピ ックス を建 築 の設計 に適 用 しよう と した野心 的

な研 究 であ る。

構成要素グラフィックスと街区構成モデルを用いた

都市空間イメージの記述では,歩 行者の視点位置から

見たパースペクティブな画像を街路景観の構成要素別

に色分けすること,街 区内建物のボリューム形態の配

列や分布等を定量的に把握することで,都 市空間イ

メージを簡単に表現する方法を提案している。

建築と町並みを評価するための視覚シミュレーショ

ン手法に関する図形科学的研究としては,様 々なシ

ミュ レー シ ョン手 法が 建築 や町並 み の評価 研 究 に用 い

られ なが ら,そ れ ら手 法 の有効性 と適用性 が きちん と

吟 味 され て こ なか っ た こ と に着 目 して い る。 シ ミュ

レー シ ョンの 目的 とそ れ にふ さわ しい手 法の組 み合 わ

せ につ いて,図 形 科学 的視 点か ら検 討提 案 してい る。

カ オス理論 を適 用 した研 究発 表で は,ラ ン ダムな要

素 を用 いて2次 元 お よび3次 元 のモ デ ルを生 成す るパ

ラメ トリック ・モデ リングの作 成 とそ の建築 や ラ ン ド

ス ケー プデザ イ ンへ の適用 が報 告 され た。

高速道路のカーブの美しさと安全性に関する研究で

は,前 回のクラコフでの発表に引き続き,現 実の道路

で撮影されたビデオを実験室で提示する動的シミュ

レーションを用いて評価した結果が報告された。

デザインの手助けとしてのフラクタル幾何学では,

フラクタル幾何学が建築や芸術にもたらす複雑な視覚

世界における多くのヒントを示唆した。

このように,建 築および土木研究もしくは実務の中

で,図 形科学的基礎がいかに適用されうるか様々な報

告と活発な議論がなされた。

(3)自然科学における幾何学と図学の適用

(Applications of Geometry and Graphics in Natural

 Sciences)

この カテ ゴ リー には,ア メ リカ合 衆 国,日 本,ハ ン

ガ リー,ク ロア チア か ら各1件 ずつ の4件 の研 究発 表

が あ った。 これ らは,形 の進化,螺 旋形 態 の生成,卵

形線 につい てな ど自然 界 に存在 す る形 の分類 や再 現 を

試 みた もの,海 域 の境 界線 を幾何 学 的 に割 り出す 方法

な ど,広 く自然科 学 にか かわ る問題 が発 表 され た。

彫刻のための多面体の特質から形の進化を考察した

発表は,発 表者の芸術者,教 育者として長年の収集が

基になって独自の分類を試みた意欲的なものであっ

た。

自然界にあるような螺旋形態を幾何学的要素を使っ

て,形 の生成のアルゴリズムを作ることを目的にした

研究は,前 回の国際会議から引き続いており,新 たに

不規則要素を追加してアルゴリズムがつくられて,そ

の結果の美しい図形がスライドで示された。

自然界 で見 られ る卵 形 のデザ イ ンを幾 何学 的 に再現

す る発 表 は,こ の セ ッ シ ョ ンに相 応 しい もの で あ っ

た。

海域の境界線を決定するための幾何学的方法を試み
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た発 表は,例 として クロ アチ ア の海域 が採 り上 げ られ

てい て,多 少政 治色 を感 じさせ る もの であ った。

(4)芸術における幾何学と図学の適用

(Applications of Geometry and Graphics in Art)

この カテ ゴ リーに は,ア メ リカ合 衆国 ,イ タリアが

各1件 つ つ,日 本 か ら3件 で,5件 の研究 発表 があ っ

た。音 楽 と美術 と構 造の 幾何 学 につ いて,イ タ リアル

ネサ ンス期 の祭壇 の レリー フにお け る遠近 法に よる錯

視 につ いて,絵 画 におけ る光 と影 の描 出 につい て,幾

何学 的パ ター ンのデザ イ ンにつ い て,パ ター ンの ため

の感 性情 報 の 描 出 シ ステ ムの提 案 な ど,「 芸術 にお け

る」 とい っ て もそ の範 囲 は広い もの であ った。

科学と芸術と美学の関連についての発表では,音 楽

と美術の科学的美学は,単 純な幾何学原理で示される

物理学や化学や生物学と共通の関連があるとの見解で

ある。

ナポ リの受 胎告 知 の イ タリアル ネサ ンス期 の祭 壇の

レ リー フにお け る錯視 的効 果 を分析 した発 表 は,緻 密

な調 査か ら線遠 近 法が その彫 刻 的空 間 と幾 何学 的法 則

の間 で正確 な一 致 が見 出 された と報告 され た。 また こ

れ を完 成 させ たア ーテ ィス トの用 い た方法 を探 ろ う と

した意 欲的 な もの であ った。

絵画における光と影の表現についてでは,陰 影描写

が描かれた空間の錯視効果を高めることを前提に,近

代日本の絵画を遠近法的に分析し,そ の意味が考察さ

れた。また今後西洋の絵画と比較したいと報告され

た。

教育 上 どの よ うにCGに 応 用す るか とい う こ とが,

幾何 学 的パ ター ンを使 用 して,い くつ かの デザ イ ン制

作 を示 しなが ら報 告 され た。 但 しデザ インす るこ との

意 味は 明確 に なって いな かっ た ように思 わ れる。

図柄 パ ター ンか ら受 け る印象 を言 語的 に抽 出す る感

性 情報 シス テムの 開発 を提 案 した発 表で は,こ れ に よ

る と印象 が図柄 パ ター ンか ら機械 的 に抽 出 される と実

際 の具 体例 をあげ てその 有用性 と共 に報 告 され た。 し

か しこ こで 使 わ れ た名 称 と してKansei Information

とい う 日本語 を含 ん だ表現 は この よ うな国際 的 な場 で

適切 で あ ろ うか。

この セ ッシ ョンで はス ライ ドを使 用 しての 発表 形式

が多 く,狭 い 範囲 での専 門性 が な くとも具体 的 に理 解

で きる こ とが よか った。 図形 に関わ る学 会で あ るの だ

か ら,視 覚 化す る こ との 重 要性 を再 認 識 す る意 味 で

も,こ の プ レゼ ンテ ー シ ョンの 質 と方法 の レベ ルが向

上す るこ とを期待 したい。

オ ース チ ンの 議事 堂(市 内観光)

セ ッシ ョン2

― Engineering Computer Graphics(1)―

東京大学 山口 泰

今 回 参 加 し た 図 学 国 際 会 議 は,国 際 図 学 会(Inter-

national Society for Geometry and Graphics)の 主 催

す る 隔 年 開 催 の 会 議 で,会 場 は 米 国 テ キサ ス大 学 オ ー

ス チ ン校 で あ っ た 。

会議全 体 の ス コー プ は非 常 に広 く,多 様 なテ ーマ に

つ いて発 表 が行 われ た。 各研究 内容 は,概 ね次の3通

りに分類 されて いた。

幾 何 学 と そ の 応 用(Theoritical Graphics and Applied

 Geometry)

いわゆる平面幾何学や図法幾何学に関する話題なら

びに建築や美術まで含めた図形の応用などから構成さ

れていた。

図 学 教 育(Graphics Education)
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図形科学教育に関する教育方法や教育ツールに関す

る話題と人間の図形認知能力に関する研究などについ

ての発表があった。

工業 計 算 機 図 学(Engineering Computer Graphics)

計算 機 を用 い た 図学,す なわ ち コ ン ピ ュー タグ ラ

フ ィッ クス,に 関す る研究 が 中心 であ るが,工 業 的 な

応 用 に 重きをお いた研 究 が主体 で あ った。

私 自身は,最 後 の 「工業 計算 機 図学」 の セ ッシ ョ ンを

中心 に参 加 した。 この セ ッシ ョンで 発表 され た研究 の

前 半につ いて,以 下 に簡単 に ま とめ る。

J.Kobayashi and Y.Ohno:

“ Axis of Symmetry of Unorganized Points”

3次 元 スキ ャナ な どに よっ て得 られ た3次 元 点群 か

ら曲面情 報 を生 成す る こ とを前提 とし,群 の主 軸 を求

め る手 法 につ いて提 案 した。 この 主軸 を 中心 と した 円

筒 座標 に よっ て適 当なパ ラメー タ化が 得 られ る主張 で

あ った。 点群 の‘organized’と呼ぶ べ き性 質につ い て,

フ ロアか ら意 見が 出 され ていた。

A.Bahi and D.Vandorpe:

“ Fast Algorithm for 2D Geometrical Shape of Point

 Sets”

この 研 究 は2次 元 点 群 を も と に,点 群 の包 絡 形 状

(線分 列)の 生 成 を 目的 と してい た。

一般 に点 群の 連続性 は最小 距離 な ど を用 いて判 定 す

るが,点 群 の密 度が 変化 す る場合 に は,こ の手 法 は利

用 で きな い。 提 案 され た手法 は,こ の ような場合 に も

安 定 して求 め られ る とい うこ とであ った 。

A.Bahi,S.Bouakaz,and D.Vandorpe

”Scattered Data:Regions Extraction Using Intrinsic

 Properties of Surface”

この研 究 は3次 元 点群 か ら曲面情 報 を生 成す る ため

に,点 群 をセ グメ ン ト化 す る手法 を提 案 して いる。 こ

の セ グ メ ン ト化 手法 は,尖 った稜 線や 滑 らか さの 不連

続 部分 などに注 目す る もので,著 者 らが 開発 した 点群

か らの微 分量計 算法 を基 礎 としてい る。

D.Marcheix

“ Tetraheral Gregory-Bezier Hyperpatches”

3次 元 空 間の内 部構 造,特 に連続 な ス カラー場 や ベ

ク トル場,の 表現 法 と して,4変 数重 心座 標表 現(3自

由 度)の グ レゴ リ補 間 を用い た4面 体 ベ ジエ空 間 表現

を提 案 した。 従 来の グ レゴ リ補間 を三 角 形パ ッチ表 現

に取 り込 んだ もの と考 え られ る。

K.Manson and B.O′Dea

“ ALocal Geometric Tracking Filter”

主 と して動 画像 が与 え られ た際 に,そ の中 の注 日点

を追跡 す るた めの フ ィル タを提 案 して いる。 任意 次 元

に適 用可 能で あ る とと もに,カ ルマ ンフ ィル タよ りも

ノイ ズに強 い との主張 が な されて いた。 しか し,

実用例 な どが示 されず,そ の効 果 のほ どは不明 で あっ た.

E.Sojka

“ Reconstructing Three-Dimensional Objects from the

 Images Produced by a Moving Camera”

対象 が静 止,カ メ ラが移動 してい る とい う仮定 の も

とに,注 目点 を トラ ッキ ン グした上 で,そ の 点の 座標

を決 定す る シス テム を提 案 した 。 未だ,研 究 初期 の段

階 で あ り,一 般 的 な 議 論 が 中心 とい う印 象 が 強 か っ

た。

K.Hirose and I.Naoki

“A Concept of Finger Pointing Device System and Its

 Applications”

ポ インテ ィ ングデ バ イ ス と して,CCDカ メラで 撮

影 した人 間の指 を利 用 しよ うとい う研 究 であ る。 左右

の手 の一 方 を位 置 入力 用,他 方 を イベ ン ト入力用(マ

ウスの ボ タン入力用)に 用 い る ことに よっ て,簡 単な

形状 入力 な どを実 行 してい る。 比較 的簡 単な画像 処理

機能 の組 合せ に よっ て実現 され て い るが,精 度 や解像

度 に関 して は今 後の課 題 であ ろ う。

A.Zakari

“A New Fundamental Framework of the Multimodel功労者の表彰
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Concept in CAD/CAM Systems”

現在 のCAD/CAM/CAEで は,応 用 ご と に異 な っ

た内部 表現 を使 うこ とが 多 く,そ のた めに デー タ変換

が 必 要 で あ る。 こ の研 究 はCAD/CAM/CAEに 共 通

して 利 用 で き る表現 法 を提 案 し よ う とい う もの で あ

る。 特 に数学 的 な厳密性 を重視 しよ うとい う もの であ

るが,特 に新 しい内容 があ る よ うには感 じられ なか っ

た。

D.Shikhare,S.Gopalsamy,andS.P.Mudur

“ A Two Phase Technique for Optimal Tessellation of

 Complex Geometric Models”

トリム され たテ ンソル形式 の 曲面が 与 え られた場 合

に,こ の トリム曲面 を 四辺形 グリ ッ ドに分 割す る手 法

を提案 した もので ある。 トリム された 部分 が(特 にパ

ラ メタ空 間内 で)凸 であ れ ば簡単 な問 題で あ るが,凹

で あ る とす る と問題 は困 難 にな る。 ここで は トリム 曲

面 内 を適当 に三 角形分 割 し,そ の重 心座 標 を用 い る手

法 を示 した。

N.Komori,K.Matsuda,and K.Kondo

“ Pen Based Interface to Modify Geometric Models”

ペ ンで透視 図 を入力 す る ことに よ り,多 面体 形状 の

入 力操 作 な らび に変 形 操 作 を実現 す る手 法 を提 案 し

た。外 形 直方 体の入 力 に よって透 視 図の位 置 関係 を決

定 し,垂 直 性 や 平 行性 な どの 仮 定 を 導 入 す る こ と に

よって,ペ ン入力 で適 当 な多 面体 が構 築 で きる よう に

して い る。 垂 直性 や 平行 性 な どに関 して は,工 業製 図

の記号 を利用 して は どうか とい う,意 見が フ ロアか ら

出 されて いた。

K.Matsuda,N.Komori,and K.Kondo

“ User Interface Using Freehand Sketch for 3D Geo-

metric Modeling”

ペ ンに よ って 形状 を入 力 し よ う とい う試 み であ る

が,入 力 された点 列 か ら曲線 を生成 す る ことに主 眼 を

置 いて いた。 特 にス ケ ッチ段 階 で よ く見 か け られ る,

短 い線 の重 ね描 き入力 を もとに,適 当 に滑 らか な曲線

を生 成す る手 法が提 案 されてい た。 さらに入 力 された

曲線 を用 い た3次 元形状 の生 成 ・修正 方 法が示 されて

い た。

L.Goss

“ Reconciling the Dichotomy between Modeling and

 Documentation Conventions”

CAD製 図 にお ける極細 線 が提 案 された。

ISGG報 告

(米 国の)CAD製 図 にお い て は 中線 と太 線 の2種

類 の線 幅 とその 用 法が 定め られ てい る。 こ こで問題 と

なる の は,滑 らか な面 のつ な ぎ 目に相 当す る線,た と

えば丸 め られ た角 の平面 と円筒面 の境 の線,が 通 常省

略 され る こ とで あ る。 この規 則 に従 って描 かれ た形状

は,見 た 目に違和 感 が ある。 そ こで,従 来 の線 よ り細

い 極細線 を用い て図面 を描 くよ うにす れば,最 終 的 な

出 力 に影響 を与 えず に見 た 目を改善 で きる とい う提 案

で あ った。発 表後,こ の提 案が社 会 的 に普及 す るか ど

うかにつ い て議論 が な された。

Y.Mochizuki,K.Kondo,and H.Sato

“ Enhanced Edge Rendering for Comprehensible Im-

ages”

3次 元形 状 デー タか ら工業 スケ ッチ風 の画像 を生 成

す る手法が 提 案 された。 従 来の写 真の ような画像 では

な く,エ ッジや輪郭 を強調す るこ とに よって,よ り理

解 しや す工 業 スケ ッチ風 の画 像生 成法 を示 した。 描 画

す るエ ッジの選択 方 法や レ ンダリ ング速度 に関す る質

問 な どが 出て いた。

M.Shiraishi and Y.Yamaguchi

“ Parametric Surface Subdivision for Radiosity

 Method”

間接 光 を考 慮 に入 れた レンダ リ ング手 法で あ るラ ジ

オ シテ ィ法 を,曲 面形状 に適用 す る方法 につ いて提 案

した もので ある。 ラジオ シテ ィ法 は間接 光 を放 射 エ ネ

ル ギ と して捉 え,面 の 間の放 射エ ネルギ の授受 を計 算

す るこ とに よって,各 の輝度 を決 定す る方 法 であ る。

曲面が 含 まれ る場合 の 問題点 とそ の解 決法 につ い て示

した。Galerkinラ ジ オ シ テ ィ法 との比 較 な どにつ い

て質 問が あ った。
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Y.Yamaguchi

“ Computation of Degenerate Derivative Vectorson

 Tensor Product Surfaces”

特異点における曲面の微分量計算法を提案した。微

分幾何学では曲面の正則性を仮定しているが,CAD

などの実用においては特異点が現われ得ることを指摘

し,特 異点における微分量の計算方法を示した。実際

の問題として重要性などについてフロアからコメント

があった。

H.Yamazaki and K.Kondo

“A Method of Changing a Color Scheme with Kansei

 Scales”

感性 ス ケー ル を変 更す るこ とに よって,図 柄 の 配色

を変 え るシス テム の提案 を行 なった。 感性 ス ケー ル と

は 図柄 の 与 える 印象 を数 量 化 した もの で,た と え ば

暖?寒 な どの 感性情 報 を数値 で表 す。 感性 情報 デ ー タ

ベ ー ス を用 い る こ とに よって,色 つ き図柄 の 配色 を変

更す る フ レー ム ワー クを示 した。 この発 表 に関 して,

文化 に よる感性 ス ケー ルの 相違 や感性 情報 デ ー タベー

スの構 築 法 な どにつ い て質疑 が あ った。

セ ッシ ョン2

― Engineering Computer Graphics(2)

―神奈川工科大学 佐藤 尚

従 来 のICECGDGで は扱 わ れ る こ との 少 なか っ た

生物 ・医 学分 野 に関す る セ ッシ ョ ンが設 け られ てい る

な ど,後 半部 分 の講演 は,前 半 部分 の もの よ りも色 々

な テーマ につ い て扱 われ てい る。 この報 告で取 り上 げ

た以 外 の研 究 発 表 は,ほ とん どがCADに 関す る もの

だ が,聞 きそ びれ て し ま った の で,省 略 させ て も ら

う。

M.Kobayashi,K.Kondo and H.Sato

“ Emphasized Expression Using Motion Filter in Cre-

ating Animation”

この研 究 は,ア ニ メー シ ョンの動 きに強調 を加 える

こ とに よって,よ りアニ メー シ ョンら しい動 きを作 り

出 そ う とす る もの で あ る。 強調 動 作 を付 加 す る た め

に,Motion Filterと い う手 法 を利 用 してい る。 実例

と して,腕 の動 きを題 材 に してい た。

N.Wu,T.Yasuda and S.Yokoi

“ Bee World: A Distributed Multi User Virtua13D

 World Building and Walking Through System”

この研 究 はVRMLの 仕 様 を拡 張 した シス テ ム に 関

す る もので ある。 この拡張 は,分 散 環境 下 での大 規模

な モデ ル を作 り,そ の も とで多 人数 の利 用が 可能 とな

る とい うもの。 この ため に,新 しい システ ムア ーキ テ

クチ ャの提 案 が な された。 この提 案 を もとに実装 され

た3Dウ ォーキ ングシス テムが 紹介 された。

S.Nagae

“ Development of CG Museum System for Traditional

 Ceramic with Virtual Reality”

CGに よるバ ーチ ャル 陶器博 物 館 の構 築 に 関す る発

表 であ る。 陶器 に関す るデー タの採 取方 法 か ら実 際 に

どの よ うなシス テ ムに なって い るか を,う ま く作 られ

た ビデ オ を利 用 して発 表 して いた。

D.Agbodan,D.Marcheix and G.Pierra

“ A Data Model Architecture for Parametrics”

この研 究 は,パ ラメ トリックデ ー タに対 して統 一 的

なモ デ リ ングの枠 組 み を与 え よう とす る もの。 この枠

組 み は3層 構 造 となって お り,同 じデ ー タモデ ル に関

す るパ ラメ トリ ックデー タに よって,デ ー タの管 理 や

パ ラ メ トリ ックな デー タの 自然 な記述 が可 能 にな る と

主 張 して いる。

F.P Birra and M.J.Prospero

“ SIPVVIS-a Toolkit for Scientific Visualization and

 Simulation”

この発 表 は,SPPAVISと 呼 ば れ る,科 学 技術 計算

や粒 子 ベ ースの シ ミュ レー シ ョン結果 を可視 化 す るた

め の ツー ルキ ッ トを紹介 した もの。 この ツー ルキ ッ ト

は,粒 子,場,粒 子 源,相 互作 用 の4つ の構 成 要素 を

もち,Objective-Cを 利 用 して作 られ てい る。 非 常 に

完 成度 の高 い シス テム なので 一般 に公 開 され る と良 い

と思 ったが,作 業 に携 わっ てい る人が 少 ない ため に,

難 しい との ことで あっ た。

H.Sato

“ Visualization of Prolog Execution by Bottom-Up Ap-

proach”

この研 究 は,ボ トム ア ップア プ ロー チ に よるProlog

プ ログ ラムの可 視化 に 関す る もの。 この手 法 を用 いる

と可視 化結 果 の画像 が 巨大化 す るの 防 ぎなが ら,可 視

化 が可 能 な こ とが主 張 され てい た。
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L.He and I.Gragantini

“ Experiences with Wavelets in Volume Rendering”

3次 元画像 の圧 縮 や画像 特徴 の復 元 な どにWavelet

を利 用 しよ うとす る研 究 であ る。実 験 デー タな どは き

ちん と して い るが,研 究 としての有 効性 や新 規性 は疑

問 に感 じた。

L.A. de C. Jorge, C.L. Tozzi, D. Campos-Neto and S. 

Crestana

•g Automatic Recognition of Air Pollution Injury to 

Vegetation by Digital Color Image Analysis•h

植物への大気汚染の影響を画像処理の手法を利用し

て自動的に検査する方法に関する研究発表である。使

用されている方法には特に新規性のあるところはない

と思うが,適 応されている問題に面白さを感じた。

S. M. Wood, Q. Tong and R. E. Barr

•g Building CAD/CAM Models of Human Joints for Or-

thopedic Implant Design•h

人間 の関節 の デー タ を医療 に役立 つ形 で記 録す る方

法 に関 す る研究 発 表 で あ る。 この方 法 は,CTス キ ャ

ンで 得 られ た デ ー タ を変 換 し,こ の デ ー タか ら3D

CAD用 の デ ー タを生 成 し,こ のCADデ ー タか ら骨

の情 報 を取 り出す,と い うもの。

V.O.Thomasら の “Development of Animation Models

 for the Design of Multi-Purpose Robot Hands” と“A

 Paradigm for Evaluating and Implementing Human-

Computer Interconnection Devices Centred Around

 the Upper Limb”,N.Milijkovicら の “Computer Aided

 Evaluation of Total Hip Prosthesis Stability” や

S.Pontierら の “Weighted Skeleton for Implicit Object

 Reconstruction” の4編 は,図 学 的 手 法 やCADを 利 用

し た 医 学,医 療 分 野 へ の 応 用 に 関 す る研 究 発 表 で あ っ

た 。 こ れ ら は,コ ン ピ ュ ー タ を 利 用 し て 事 前 の シ ミ ュ

レ ー シ ョ ン を 行 っ た り,図 学 的 手 法 を利 用 して 形 状 等

を推 定 す る もの だ っ た 。

これ らの セ ッシ ョンで は様 々 な内容 の発表 が行 わ れ

て お り,こ の報告 も散 漫 な ものに な って しま したが,

容赦 お 願い します 。

セ ッシ ョン3

― Training and Evaluation for Spatital Abilities―

大学入試センター 椎名久美子

Training and Evaluation for Spatial Abilities(

I～III)の セ ッ シ ョ ン で は,学 生 の 空 間 認 識 力 の 育 成 を

目 指 した 各 国 の 様 々 な 試 み が 報 告 され た 。 空 間 認 識 力

の 指 標 と して,切 断 面 実 形 視 テ ス ト(MCT)やMen-

tal Rotations Test(MRT),PSVT:R(Purdue Spatial

 Visualization),DAT(Differential Aptitude Test)

な ど の 空 間 テ ス トを 用 い た 論 文 が 多 く発 表 され た 。

実 物 の ス ケ ッチ,投 影 図 の 作 成,PC上 で の ワ イ

ヤー フ レー ム モ デ ルの 作 成 な どか ら構 成 され る特 別

コー ス(Field,豪),空 間認 識力 が 低 い学 生 の ため の

特 別 コー ス(Sorby&Baartmans,米),Virtual Real-

ity Modeling Language(VRML)を 用 いて実物 に近

いモ デル を提示 し,学 生 の理解 を支援 す る試 み(Leo-

pold it et al.,独),PC上 で動 作 す る立体 シ ミュ レー

タ を開 発 して補 助 教 具 と して用 い た試 み(孫 ら,日

本)が 報告 され た。Fieldは,試 行 コー ス と対 照 コー

スの前 後でMCTを 実施 して,前 後差 に有 意差 が 検 出

され た こ とを報 告 した。Sorby&Baartmansは,特

別 コース の受講 後 は,空 間 テス トの得 点が,通 常 コー

ス受講 前の段 階 の学 生 とほ ぼ同等 まで 上昇 した こ とを

報 告 した。孫 らは,MCTの 前 後 差 の コー ス 問で の有

意 差 や,「 切 断」 の理解 に シ ミュ レー タが 役 立 っ た と

す る学 生 の意見 を報 告 したが,一 方 で,期 末 試験 の作

図問題 の 出来 には コース 間 で差 が見 られ なか った こ と

も示 した。 試行 コースの 前後 に空 間テ ス トを実施 した

り,従 来 コー ス との比 較 を行 っ た りした 論 文 が7th

ICECGDGよ りも報 告 され る よ うに なっ た こ とは,試

行 コースが 空 間認識力 の 向上 に及 ぼす影 響 を客観 的 に

評価 す る必 要性 や対照 調査 の重 要性 が 認識 されつ つ あ

る こと を示 してい る。

Sorby&Gorska(米)は,ス ケ ッチや手 描 きを取

り入れ た コー スでの 空 間テス トの前 後差 は他 の コー ス

に比べ て大 きい ことを報 告 した。斉 藤 ら(日 本)は,

図 学授 業の 前後 でのMCTの 得 点上 昇 が,主 にパ ター

ン問題 の得 点上 昇 に因 るこ とを示 し,図 か ら3次 元物

体 の心 的 イメー ジ を生 成 す る能 力が 育成 された として

いる。G�rska et al.(ポ ー ラ ン ド,他)は,4力 国の空
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間テ ス トの結 果 を比較 して考察 した。早 坂 ら(日 本)

が 行 った4種 類の 空間 テ ス トには,正 答 率が 高い 問題

が 多 く,工 学 系の学 生 の空 間認 識力 を測 定 しきれ な い

可能性 を考慮 す る必 要 があ る だろ う。

既存 の 空間 テ ス トを改変 した り,独 自のテ ス トを 開

発 した りした 論文 も発 表 された。 江 崎 ら(日 本,他)

は,MCTの 立 体 を軸 測 投 影 図 に した も の を 作 成 し

て,透 視 図 との違 い を分 析 し,正 解 を得 るの に必 要 な

図 学の 知 識 を考察 した。 椎 名 ら(日 本)は,心 的 回転

以 外の 解 決 方略 で解 き難 くしたMRTを 作 成 した。 改

変 に よっ て,空 間認 識力 の低 い学 生 に とって は難 しさ

が 増 した結 果 にな った。 竹 山 ら(日 本)は,正 投 象 に

関 す る 客 観 テ ス トと作 図 テ ス トな どを 開 発 した。 ま

た,阿 部 ら(日 本)が 開発 した建 築平 面 図の読 図 テ ス

トは,建 築 空 間 とい う,人 間 よ りも大 きなサ イズ の対

象 を扱 っ てい る点 で非常 に興 味深 く感 じられ た。

空間 テ ス トでの提 示 を 立体 視化 した論 文 と して は,

アナ グ リフ方式(西 原(小)ら,日 本)と 両眼 立体 視

装 置(堤(江)ら,日 本)を 用 いた報 告が あ った。 堤

(江)ら は,提 示 を立体 視化 して も,切 断面 と立体 と

の位 置 関係 を把握 で きなけれ ば正 解 を得 られ ない傾 向

を示 した。 図形提 示 の立 体視 化が 空 間認識 力の 向上 に

直結 しな い場 合 もあ る とい う点 は,今 後,様 々な ツー

ルを図学 教 育 に導入 す る際 に,考 慮 に入 れる必 要が あ

る だろ う。

Multimedia in Graphics Education Iの セ ッシ ョンで

発 表 された 論文 は,マ ルチ メデ ィアの特 長 の一 つで あ

る教 育す る側 とされ る側 の双 方向性 が 重視 され た もの

が 多か った。

Short et al.(米,他)は,WWW環 境 で 実 施 して

い る図学 講義 を紹 介 した。入 江 ら(日 本,他)がWin-

dows環 境 に のせ た ソ フ トウエ ア は,三 面 図 か ら等 測

図 を作 図す る過 程 や所 用時 間 を,個 々の学 生 ご とに記

録 で きる もので あ る。Ulbricht et al.(ブ ラ ジル)と

Concalves et al.(ブ ラジル)が 紹 介 したVisual GD

は,学 生 の知識 の レベ ルに応 じて学習 段 階 を指 示 した

り,学 生 の解答 に応 じて次 の学習 段 階や課 題 を指 示 し

た り,学 習 履歴 を保 存 した りす る機能 を持 つ シ ステ ム

であ る。

Tai et al.(台 湾)は,Computer Assisted Learning

(CAL)Systemに 学 習 理論 を取 り入 れ る こ とを 主張

し,空 間 テス トで誤 答 した場 合 に与 え る知 識 の提 示方

法 と学 生の 認知 ス タ イル との関係 につ い て実験 を行 っ

た。本 論文 で は,提 示法 よ りも認 知 ス タ イルのほ うが

空 間 テ ス トの得 点 に与 える影 響が 大 きい とい う結 果 に

な っ た が,個 々 の 学 生 の 認 知 ス タ イ ル に 合 わ せ た

CALシ ステ ム は非常 に興 味 深 く,今 後 も研 究 が 望 ま

れ る。

セ ッシ ョン3

•\ Extention of Engineering Graphics to Design and 

Analysis/Mutlimedia Graphics Education•\

東京都立工業高等専門学校 望月達也

8月1日 午 後Room2.110で は,は じ め に,「Exten-

sion of Eng.Graphics to Design and Analysis」 セ ッ

シ ョ ン が,次 に 「Multimedia Graphics Education II」

セ ッ シ ョ ン が 開 か れ た 。 最 初 の セ ッ シ ョ ン で は,ア メ

リ カ か ら “The Freshman Engineering Design Graph-

ics Course at The University of Texas at Austin”,

“ Using CAD Analysis Tools to Teach Mechanical En-

gineering Technology” お よ び ”Engineering Design

 Graphics and Solid Modeling Related Contentin Tech-

nology Majors”,日 本 か ら“CAD Education for Solid

 Modeling in Engineering Design Graphics”,日 本 と ア

メ リ カ の 共 同 で“A Methodology for Reduction Gear

 Machine Design Using 3D CAD in an Engineering

 Graphics Course” の 研 究 が,そ れ ぞ れ 報 告 さ れ た 。

そ れ らの 報 告 で は,Engineering Design Graphics

(EDG)やEngineering Design Analysis(EDA)の

教 育 に ソ リ ッ ドモ デ ル が 有 用 で あ る こ と を,い ず れ も
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示 してお り,ソ リ ッ ドモ デ ルを 中核 とす る授 業 カ リ

キ ュラム を提 案 してい る。そ の カ リキュ ラムで は,ソ

リッ ドモ デル に よる幾何形 状 の定義,す なわ ち,モ デ

リ ングが基礎 とな り,そ のモ デル を,構 造解析 ,機 構

解析,お よび ラピ ッ ド ・プ ロ トタイ ピン グや マ シニ ン

グセ ン タな どの コ ンピュ ー タによ る製造 に応用 してい

る。CAD/CAM/CAEシ ス テ ム や コ ン ピ ュー タの 急

激 な技 術 進 歩 に伴 い,EDGやEDAの 教 育 は 大 き く

変 革 しよ うと して いる こ とが 感 じられ た。

次 の セ ッ シ ョ ン で は,ア メ リ カ か ら“Using Interac-

tive Multimedia Computer Tutorials for Engineering

 Graphics Education”,日 本 か ら“A Case Study for the

 Internet Descriptive Geometry Educational Sys-

tem”,中 国 か ら “The Application of the Second Web

 Remote Education” と “The Accomplishment of the

 Multimedia CAI of Engineering Drawing on Net-

work” の 研 究 が,そ れ ぞ れ 報 告 さ れ た 。

マ ルチ メデ ィア に よるEDGの ためのCAIで は,立

体 の平行 投 影 をビ ジュア ル化 した り,ア ニ メー シ ョン

やサ ウ ン ドな どを用 いて製 図の 断面,幾 何 寸法,寸 法

公差,幾 何 公 差 な どを,イ ンター ラクテ ィブに学習 で

きる ように工夫 してい る。 また,コ ンピュー タ ネ ッ ト

ワー ク を利 用 す る リモ ー ト教 育 の た め に,イ ン ター

ネ ッ トに よ るEDGの マ ルチ メデ ィ アCAIシ ス テム も

開発 して いる。

8月3日 午 前Room2.110で は,は じ め に “Com-

puter-Aided Instruction in Graphics Education” セ ッ

シ ョ ン が,次 に “Teaching Techniques in Graphics

 Education” セ ッ シ ョ ン が 開 か れ た 。 最 初 の セ ッ シ ョ ン

で は ブ ラ ジ ル か ら ”Learning Issues Applied to a CAD

 Environment” と “An On-line Interactive Tutorial on

 Projective Geometry”,ス ペ イ ン か ら “Conic Curves:

A Computerized&Didactic Application”,ア メ リ カ

か ら “Development and Operation of an Animation Il-

lustration the“Glass Box Theory”for Freshman-

Level Students in an Engineering Graphics Course”
,

フ ラ ン ス と カ ナ ダ の 共 同 で “Direct Manipulation of

 Working Drawings in Descriptive Geometry Learning

 by Computers” の 研 究 が,そ れ ぞ れ 報 告 さ れ た 。

Graphics教 育 のCAIも,EDGのCAIと 同 様 に ,

ア ニ メ ー シ ョ ンや 音 声 を合 成 し,イ ン タ ー ラ ク テ ィ ブ

に 学 習 で き る よ う に して い る 。 そ して,イ ン ター ネ ッ

ト上 でCAIに よる グ ラ フ ィッ ク教 育が 受 け られ る よ

う に してい る。 コ ン ピュ ー タ ネ ッ トワー ク とCAIに

よる教 育 は,今 後,ま す ます盛 ん にな るで あろ う。

次 の セ ッ シ ョ ン で は,ア メ リ カ か ら “Solid Modeling

 Education:Helping Students Think Outside the Box”

と“The Integration of Traditional Technical Graphics

with Scientific Data Visualization”,日 本 か ら“Devel-

opment of Mechanical Design and Drawing Education

 System with the Aim of Improving Figure Recogni-

tion Ability” と “New Educational Methods of descrip-

tive Geometry Using Plastic Models”,ド イ ツ か ら “Di-

dactical Concept for the Computer-Aided Demonstra-

tion of Different Ways of Projection used in Descrip-

tive Geometry” の 研 究 が,そ れ ぞ れ 報 告 さ れ た 。

DGやEDGの 教 育 法 で は,立 体 の3次 元可 視化 に

関心 が寄せ られて い る。 ここで は,ビ ジュア ル化,ア

ニ メー シ ョン,デ モ ンス トレー シ ョンな どの技法 を用

い たDGやEDGの 教育 方法 につ いて 紹介 があ った。

セ ッシ ョン4

― Applications of Graphics and Geometry
,etc.―

産業技術短期大学 飯田尚紀

九州大学 大月信男

セ ッ シ ョ ン4は,Theoretical Graphics and Applied

 Geometry,Graphics Education,Engineering Com-

puter Graphics,Other topics of lnterestか ら な る そ れ

ぞ れ の 分 野 の 中 か らApplications of Graphics and Ge-

ometry in Engineering,Education Issues ,Computer

閉会式
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Graphics,CAD,Computer-Aided Design Education,

Gaphics Education in Engineering and Architecture

に つ い て の 発 表 が 行 わ れ,そ れ ぞ れ 発 表 と 活 発 な 討

論 ・質 疑 応 答 が 繰 り広 げ られ た 。

それ らの発 表 の中 で,

Applications of Graphics and Geometry in Engineer-

ing,

Computer-Aided Design Teaching Techniques,

Graphics Education Issues I,II,

Graphics Education in Engineering and Architecture

に つ い て,注 目す べ き点 な ど を 報 告 す る 。

Applications of Graphics and Geometry in engineer-

ing Iで は 設 計 と 図 に 関 す る 関 係 を 中 心 と し た 発 表 が

行 わ れ た 。 中 で もScrew Surface(“The Mechanical

 Treatment of Screw Surface by Cutting”)の 表 現 に

関 す る報 告 で は,図 学 的 手 法 を 用 い た 表 現 に つ い て 興

味 深 い 方 法 が 報 告 さ れ て い た 。

Computer-Aided Design Teaching Techniquesで

は,コ ン ピ ュ ー タ を用 い た 図 学 教 育 の 事 例 報 告 を 中 心

に,「 図 学 を ど の よ う に し て わ か りや す く教 育 し て い

くか?」 が 述 べ られ て い た 。 学 生 に と っ て わ か りや す

い 教 材 提 示 方 法,た と え ば ゲ ー ム 感 覚 を 導 入 す る

”Solotary -An Educational Computer Game for Learn-

ing of descriptive Geometry” とか,事 例 を学 生 の 身 の

回 りの もの を 対 象 にす る“A Case Study for Educa-

tional Apparel CAD system for Japanese Kimono” な

ど の 工 夫 が 報 告 され,活 発 な 議 論 が 行 わ れ た 。

Graphics Education Issues I,IIで は 図 学 教 育 の 事

例 が 報 告 さ れ た 。 こ こ で は,日 本 か ら の 研 究 発 表 が 多

く行 わ れ た 。 中 で も イ ン ター ネ ッ トを用 い た 遠 隔 教 育

の 方 法 に 関 す る報 告“Basic CAD Education for the

 Deaf through Multimedia Collaboration via the Inter-

net”が あ り,今 後 も そ の 応 用 が 期 待 さ れ る 。 ま た,中

学 校 に お け る 教 育 事 例 の 報 告“Effects of Introduction

 of Multimsdia Teaching Materials into Education of

 Subjects in Junior High School” もあ り,参 加 者 か ら

は,そ の 有 効 性 に つ い て 白 熱 した 議 論 が あ っ た 。En-

gineering DesignとDrawing Educationに 関 す る 報 告

“ The Future of Engineering Design Education-

Analysis and Education of Conventional Methods of

 Engineering Design and Drawing Education” で は,

デ ザ イ ン教 育,設 計 教 育,図 学 教 育 の 効 果 的 な教 育 方

法とその評価について活発な議論が交わされた。

Graphics Education in Engineering and Architec-

tureで は,建 築 に 関 す る 授 業 と 図 と の か か わ り に つ

い て,事 例 報 告 を 交 え な が ら報 告 さ れ て い た 。 建 築 の

分 野 で は 図 の 重 要 性 が 認 識 さ れ,コ ン ピ ュ ー タ を は じ

め と し た い ろ い ろ な 手 法 が 用 い ら れ て い るが,東 欧 諸

国 で は,コ ン ピ ュ ー タ を用 い た 教 育 は,そ の 台 数 の 問

題 もあ り,な か な か 全 般 的 に は 浸 透 し て い な い よ う で

あ っ た “Descriptive Geometry Education and Curricu-

lum for Architectural Engineering Students”。

全 般 的 な印象 として,国 際会 議 としてふ さわ しい発

表 と活 発 な討 議 が行 われ た。 身振 り手振 りは言 うにお

よばず,会 場 に用 意 され てい たホ ワ イ トボ ー ドを用 い

て,ま るで 講義 して い るかの ように発 表 ・質疑応 答 を

行 って い る例 が 多 く見 受 け られ た。 ま た,プ レゼ ン

テー シ ョンの技術 も発 達 し,携 帯型 コ ンピュー タを持

ち こみ,Power Pointに 代 表 され る プ レゼ ンテ ー シ ョ

ン用の ツ ール を用い た発 表や,自 作 の教 育用 プロ グラ

ムを デモの形 で発 表 す る もの もあ っ た。た だ,英 語 を

母 国語 と してい ない 国か らの参 加 者の 中で,発 表者 と

参加 者 の 間の意思 や 意見 の相通 が うま く行 なわ れず,

質 疑 応 答 に食 い違 い が あ る場 合 が あ っ た。 と もす れ

ば,発 表者 と討 論者 の個 別 な議 論 に なる とこ ろであ る

が,chairや セ ッシ ョンに参加 して い る 人 た ち全 員 が

そ の議 論 に参 加 し,う ま く全体 と して の意 見の 交換 が

行 わ れ た。 これ は,特 筆 す べ き事 項 の ひ とつ で あ ろ

う。

今 回の 国際会 議で は,公 私 共 に得 る ところが 多か っ

た。今 後 の研 究 ・教 育活動 に反映 させ てい きた い。

3.第8回 図学国際会議に参加して

株式会社 竹中工務店 阿部浩和

今 回初め て,図 学 国際 会議 に参加 して感 じた の は,

多 岐 にわ たる専 門家 が この会議 に参加 して い るこ と,

そ の研 究領域 が 非常 に広 範 にわた って い るこ とであ っ

た。 これ は図 とい う もの が広 く,多 様 な学術 分 野 に関

わ りを持 ってい るか らで あ ろ う。 また,言 語 とは異 な

る,世 界共 通の 直接 的 な認識 に よって理 解 され る と こ

ろが あ り,人 間が本 来持 って い る能力 に関 わ ってい る

ためで あ ろ う。
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筆者が所属する建設会社の設計は,図 との関わりが

非常に深い分野である。特に設計作業は今ここにない

ものを表現すること,将 来の完成予想をイメージする

ことから始まるわけで,そ れを設計者自身が実形視

し,さ らに一般の人々にも理解してもらうことですす

められる。設計図は一般に平面図,断 面図,立 面図に

よって構成されており,そ れに関わる人々の共通の認

識媒体になっている。またさらに理解を深めるため

に,完 成予想図として透視図を描 く場合も多い。建物

は一度造ってしまえばそう簡単に作り替える訳にはい

かないから,完 成予想図を見ることによって将来でき

るであろう建物を理解するとともに希望通りのもので

ない場合は修正することになる。だからそれがいかに

わかりやすく表現できるか,ど れだけリアルになれる

かが重要である。今回の会議においてもCGを 工学分

野に活用する応用研究が多く見られ,そ の中で建築の

設計におけるCGの 応用事例が示されたことは大層参

考になるものであった。また街並みや都市景観の空間

シミュレーションとその認識力を評価 した研究や,フ

ラクタルを応用したモデリングなどが示され興味深い

内容であった。

建築の実務分野としてはCADの 利用が一般化 して

きてお り,学 術分野でも今までの図法幾何学がCAD

によって,変 わりつつある中で,今 回それに伴う実施

報告や,技 術研究の報告が非常に多くなされたことは

今後の図学教育の方向を見る良い機会であった。今ま

で手を動かして作図しその意味を理解するというアナ

ログ的思考が,CADに よる数値化された作図,す な

わち計算機のプログラム上で理解されることになり,

その理解の具合がどのように変化 してきているかを把

握してお くことはきわめて重要であると思われる。

建 築 の デザ イ ン教 育 にCADやCGを 導 入 した事 例

報告 の 中で,多 くの効用 と とと もに,弊 害 も多 くあ る

こ とが 論 じ られ た。 デザ イ ン教 育 がCGやCADに よ

る援 用 を得 た ことで もなお,そ の表現 技 法の 能力 とデ

ザ イ ンの本質 的 な才能 との 間 に関連性 が あ るこ とを指

摘 して いる。 講演 の なかで,建 築の基 本 的 な知 識無 し

に,こ のCGやCADの 技 法 に走 る こ とへ の 問題 点 も

指摘 された。 この事 は今後 の建 築教 育の 重要 な課題 と

して検討 される こ とにな ろ う。

最後に,図 学国際会議の意義として,こ こ数年のグ

ロー バ ル化 に伴 う規 制緩 和 の 動 き とISO等 の 国際 基

準 の採用 に よる 日本 の社会 システ ムの変 革状 況 を考 え

る とき,そ の認識 の共 有化 につ い て この会議 の果 たす

役割 の重 要性 を意 識せ ざる をえな い。今 回の 講演 の 中

で 日本 を含 む多 国間 の コラボ レー シ ョ ンが見 られ た こ

とは,き わ めて意 義深 い もので あ る と ともに,今 後 ま

す ます活 発 に な って くる こ とが 必 要 で あ る と思 われ

る。

大日本印刷株式会社 宮間三奈子

初めての海外出張

今回初めて図学国際会議に参加させていただきまし

た。米国で開催されながら参加者は日本人が一番多

く,日 本にいるような安心感と共に会議に出席する事

が出来ました。

また,開 催 地 のオ ース チ ンはEarlybird Reception

で渡 されたバ ッグの 中 に記 録破 りの暑 さが続 くテキサ

ス で安全 に過 ごす た めの ア ドバ イ スが入 って い るの を

納得 して しま う連 日の猛暑 とそ れ に負 けない 程強 烈 な

冷 房 の世 界 で す。 残 念 な事 に私 は,期 間中 時 差 が 加

わ って体 調 を崩 し,風 邪 を引 いて しまい コンデ ィ シ ョ

ンは最適 な状 況 とは言 えませ んで した。 栄養剤 に ビタ

ミ ン剤,風 邪 薬 と持参 したすべ て の薬 を飲 ん で も,会

場 に座 して研 究発 表 を聞 いて いる 間,咳 は 出る,喉 は

痛 い,発 表 は英語 な ので理 解す る のが難 しい 等,色 々

な経 験 を しま したが,初 めての 海外 出張 は忘 れ られ な

い思 い 出 も作 っ て くれ ま した。 健康 管理 が なっ てい な

い と言 えば正 し くそ の通 りなの です が,埼 玉 大学小 澤

さん との共 同研 究 発表 が初 日の 午後 に スケ ジュ ール さ

れ てい た こ とは とて も幸運 で した。 勿論 仮 に万全 の状

態 だ った と して も,生 活習慣 の異 な る土 地で は何 か と

緊張 した と思 い ます。 そ の ような 中で周 囲の 皆 さん に

助 け られ,有 意義 に,し か も楽 し く国際 会議 を過 せ た

事 は感謝 にやみ ませ ん。

内容面においては多 くの発表が,基 礎研究や学術的

研究,教 育的効果といったことに重点が置かれていた

かと思います。その点では非常に興味深い面もあるの

ですが,今 回共同で発表しました,電 子カタログ向け

のシミュレーションのような応用研究発表は少なかっ

たようです。そのため多少の心残りは研究内容や応用

展開のアイデア,画 像合成について意見交換ができな
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かった事があげられます。私共で進めているような応

用研究にはそれを実際に使う方や必要な現場での評価

が重要なことも多くなると考えます。そこで,学 会で

発表するのと並行してショールーム等で意見を伺う等

の両面からのアプローチが必要な事 も確認できた事は

今後に役立つと思います。

女性と研究者

私 が通 った大 学 は,都 心 にあ りなが ら,す べ ての 学

科 が 一つ の場所 に揃 ってお り,同 一学 科 内の学 生 とは

殆 ど顔 見知 りに なれ る規 模 で したが,キ ャ ンパ スが 小

さか った のが 欠点 で した。 それ に比べ て テキサ ス大 学

オー スチ ン校 は巡 回バ スが運 行 さ る広 大 なキ ャ ンパ ス

を保 有 し,野 生 の リス を あ ち ら こち らで 見 か け ま し

た。狭 い キ ャ ンパ ス ライ フを過 した私 には本 当 に羨 ま

しい限 りで した。

キ ャ ンパ ス にあ る 生協 に は子 供 用Tシ ャツ も販 売

され てお り,こ れ もアメ リカ ら しさを感 じま した。 ア

メ リ カでは一 度家 庭 に入 って,小 さな子供 を持 った女

性 が 大学 に戻 っ た り,入 学 す る割 合 が少 な くない ので

大 人向 け以外 の商 品 も扱 って いるの で しょう。 も しか

した ら,学 生 結婚 も多 い のか も しれ ませ ん。 や る気 さ

え あれ ば何 時 で も学生 に なれ るア メ リカは魅力 的 で も

あ り,逆 に能 力,実 力 が もの を言 う厳 しい一 面 もその

背景 に感 じま した。

女性と言えば今回日本からの参加者が一番多かった

にも関わらず,男 女の比率で考えると日本人女性の参

加は少なかったのではないでしょうか。教育,建 築,

美術,心 理学と関連する分野は広く,多 彩なジャンル

なのに残念です。私が社会人に成りたての一昔程前,

コンピュータ関連の展示会で女性の研究者とすれ違う

ことは希でしたが,今 は殆どの会場で熱心に情報収集

をしている女性を見かけるように成 りました。ただ,

展示者側が女性は技術に疎いのではないかといった先

入観のもとに説明して下さるのには閉口することもし

ばしばです。確実に女性研究者 ・技術者の人口は増え

てきています。これからは,他 国の女性研究者に質量

ともに負けない優秀な女性が多 くの学会で積極的に研

究発表する機会が増えてくることを期待 します。勿論

私もその中の一人と成るべ く,生 活者が望んでいる商

品に必要な技術の研究に取り組んでいきたいと決意を

新たにしました。

最後に

海外 出張 の一 番 の成果 は,魅 力 的 でエ ネル ギ ッシュ

な女性 に もお会 い 出来 た こ とです 。 これか ら,今 回の

人的交 流 を大切 に社 内外 に研 究 の ネ ッ トワー ク を構 築

して い きたい と強 く願 って い ます 。

最後になりましたが共同研究者として何かとご相談

にのって頂き,学 会期間中は特にお気遣いいただきま

した埼玉大学近藤先生に大変感謝いたします。

東京大学大学院総合文化研究科 白石 路雄

はじめに

今 回,オ ー ステ ィンにて 開催 され た第8回 図学 国際

会 議 にお いて 発 表 す る機 会 をい た だ き ま した。 私 に

とって,海 外 の学術 会 議で発 表 したの は初め ての こと

で,そ の結果,多 くの貴重 な経験 を得 るこ とがで きま

した。 こ こでは,今 回会議 に参 加 して思 っ た こと を記

したい と思 い ます 。

多様な国からの研究者の参加

今回の会議での一番大きな印象は,多 様な国からの

研究者が参加していたことでした。私は計算機を用い

た画像生成技術に興味を持っていますが,画 像生成に

限らず計算機の分野では欧米での研究が盛んであるよ

うに思われます。その結果,学 生生活の数年を振 り

返っても,欧 米以外の国における研究を知る機会を

失ってきたように思います。それに対して今回の会議

では,東 欧や南米といった国からの研究者が多く参加

しており,世 界中の研究者が図学の研究に携わってい

ることを知りました。

図学の研究分野の広がり

図学 に 関 しては,そ れ まで私 は不 勉 強 なが ら,製 図

法 な どの よ うに 「図 」 を書 くため の学 問分 野で あ る と

思 っ てい ま した。 しか しなが ら,様 々な領域 につい て

の研 究 発表 が あ り,図 学 が対 象 とす る領域 の広 さを認

識 しま した。特 に,図 学 教育 につ い ての研 究や,ア ー

トとの関 わ りにつ いて の研 究 な ど,多 くの研 究対 象 が

存 在す るこ とを知 りま した。 学生 の立 場 と して は,自

分 の研 究 して い る分 野以 外 で どの ような研 究が 行 われ

て い るか を知 る,よ い機 会 だ と思 い ます。 学 生 の場

合,な か なか海 外 の学会 に参 加す るのは難 しいの で,
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通 常,こ の ような機 会 は少 ない よ うに思わ れ ます 。

コ ミュニ ケー シ ョンの ための英 語 力

私 の発表 は会 議の2日 目の 午前 中の セ ッシ ョンで し

た。発 表一 時 間前 ほ どか ら,非 常 に緊 張 し胃が き りき

りと痛 ん でい ま した。発 表の 原稿 をあ らか じめ用 意 し

てお き,そ れ を見 なが ら発 表 した ので,発 表そ の もの

はス ムー ズに行 え た と思 ってい ます。 しか しなが ら,

質 疑応 答 の と きに う ま く質 問者の 英語 を聞 き取 る こ と

が で きず,議 論 に な らなか った こ とが 非常 に残念 に思

われ ます。 今 回の参 加 で,私 が もっ と も強 く感 じたの

は,英 語力 の必 要性 で した。今 までの 英語 の学 習 を振

り返 って み ると,正 しい英語 を身 につ け る ことを 目標

としてい た ように思 い ます。 しか し,正 しい英 語 を習

得 す る とい う側 面 だけ では な く,コ ミュ ニケー シ ョン

を とるた めの英 語,の 存 在 を忘 れ て いた よ うに思 い ま

す 。

煙草を吸うということ

また,今 年 のオ ース テ ィ ンは,例 年 に ない猛 暑 に襲

わ れ てい ま した。 こ の太 陽 光 線 が 直接 肌 を刺 す 暑 さ

と,煙 草 を吸 う人 間が住 み に く くな って いる なぁ,と

い うのが会 議 とは 関係 ない部 分で の感 想 です。 私 の宿

泊 したホ テ ルの部屋 が ノ ンスモ ーキ ングだ ったの で,

「ホ テル を予約 す る際 に は,ス モー キ ングル ーム を指

定 しなけ れ ばな らない」 とい う教 訓 を学べ ま した。 ま

た,学 生 で煙草 を吸 うの は珍 しいの か,煙 草 をお吸 い

に なる先 生方 に 「やめ ない ように」 と励 ま され た の も

印象 的で した。

おわりに

個 人 的 な 謝辞 に な ります が,オ ー ス テ ィ ンに 滞 在

中,多 くの先 生方 にお 世話 に な りま した。 大学 の先 生

方 や企 業 に勤 め られ て い る方 々 とい っ た,「 非 学生 」

の方 々 の話 され る内容 も,学 生 として将 来 を考 える上

で勉 強 にな りま した。 今 回の会議 に参 加 した こ とで,

普段 は学 べ ない こ とを多 く学べ た よ うに思 い ます。

埼玉大学理工学研究科 松田浩一

は じめ に

最初に国際図学会に参加したのは,今 から4年 前の

学 部4年 生 の と きで した。4年 前 は東 京で 開催 され た

国際 図学会 で,参 加 といっ て もそ の時 は アシス タン ト

して の参加 で した。 あ たふ た しなが ら機器 の説 明 を し

た り人の発 表 を聞 き取 る練習 がで きたの は,学 部4年

生 で は なかな か経験 で きな い ことだ った と思い ます 。

その ときに英語 を勉 強 しな くて は,と 改 めて誓 った は

ず なのです が ……。

はじめての海外

研究 室 で多数 参加 者が い た ものの,情 けな い ことに

海 外経 験者 が い ないた めに,ま ず パ スポ ー トの取 得 か

ら始 ま り,準 備 等 も勝手 が分 か らず にバ タバ タ して 時

間が かか りま した。 幸 い,滞 在期 間 中につ い ては 日本

図学会 の ツ アーが あ ったの で,い ろ いろ な手配 をせ ず

に済 んだ の は助 か りま した。 宿泊 施設 を変 え れば安 く

済ん だの です が,や は り不安 だ った ので先 生方 と同 じ

ホ テル に して しまい ま した。 結果 論 で言 えば,学 生 寮

の方 が安 くて コ ン ビニ も近 くにあ り,さ らに,当 初 は

シャ トルバ ス が 来 な い予 定 が ル ー トに加 え られ た り

で,至 れ り尽 くせ りだ った よ うです。

発表準備

普段使わない英語で発表するわけですから,日 本語

で発表するときよりも多くの時間が必要となるのは当

たり前。何度も書き直したり,英 語で作った発表資料

が理解できるかどうか,留 学生に何時間か一緒に見て

もらったりしました。本当はそこで質問してもらって

質疑応答の練習もしなくてはならないのですが,英 語

力と時間の両方が足 りませんでした。発表に関しては

声に出して練習することが重要です。

発表

で きれば原稿 を見 ないで発 表 した い ものです が,な

か なか覚 え られず 原稿 を丸 読み で した。 原稿 を読 む こ

との欠点 は,視 線 が原稿 に集 中 して しまい,発 表者 と

しての視 線 にな りに くい こ と。 部分 的 には覚 えて いた

の でで きるだけ周 りに 目を くばる よ うに して いた ので

すが,ス ライ ドを うま く使 い なが らス ムーズ に,と い

うわけ に はい きませ んで した。

人の発表を聞くのも勉強

せ っか く生 の英 語が 聞 ける のです か ら,聞 き取 る練
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習もしておかなくてはもったいないですね。他分野で

どのような研究がされているのかを知るよい機会だと

は思いますが,英 語力のない私にとって,他 人の英語

を聞くというのはかなり重い作業です。自分と同じ分

野の研究であればまだよいのですが,そ うでない場合

にはある程度予習しておかないと理解するのは難しい

です。内容がある程度理解できていれば,発 表資料と

合わせて話を理解 しやすくなります。図学会は扱う範

囲が多い反面自分と違う分野が多いので,絞 って発表

を聞くとよい練習になります。

おわりに

痛 感 したの はや は り英 語力 の な さで した。聞 き直 し

て も結 局理 解 で きなか った りしたの には 自分が 恥ず か

し くな りま した。 聞 く練 習 は ラジオ の英会 話 な どで し

てい ったつ も りで したが,ち ょっ と した 会話 に しか役

に立 ち ませ ん で した。学 会 に参加 す る以上,討 論 で き

な くては参 加す る意 味 があ りませ ん。 発表 をす る こ と

は もち ろんの こ と,そ れ に対 す る意見 交換 が で きて こ

そ,本 当 に学 会 に参 加 した こ とに なる と思 い ます。 私

も国 際学 会 に参 加 で きる よ うに英 語 の勉 強 を続 け てい

きた い と思 い ます。
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